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研究成果の概要（和文）：「柔らかな分子系」では次世代の研究を支える若手の人材育成のため国際活動支援班
を組織し、①若手海外派遣プログラム、②共同研究のための研究者派遣および外国人研究者の招へいを行った。
①については総括班予算によりすでに平成25年度から行ってきたが、本予算により20名の若手を国際会議に派遣
した。派遣に際しては研究室訪問など積極的な研究交流を強く推奨したが、その成果は報告を義務付けた領域ニ
ュースレターでの若手の活き活きとした姿からうかがい知ることができる。②については6件の派遣と7件の招へ
いを行い、その結果としてNat. Commun., PNASなどに6報の国際共同研究論文を発表することができた。

研究成果の概要（英文）：In the "soft molecular systems" project, we organized a group that supports 
international activities of members, and conducted two programs. The first program aims at sending 
young researchers abroad. We started this program at the beginning of the "soft molecular systems" 
project, 2 years before this grant project (15K21740) started. We requested young researchers not 
only to participate in the conference abroad, but also to visit laboratories for discussion. They 
are requested to report their activities in Newsletter. Using this grant, we sent 20 young 
researchers abroad, whose active communications with foreign researchers can be seen in Newsletter. 
The second program supported international collaboration of members, for which we sent 6 researchers
 abroad, and invited 7 researchers from abroad. As a result, 6 papers have been published in 
high-impact journals, including Nat. Commun. and PNAS. The two programs thus contributed the success
 of the "soft molecular systems" project.

研究分野：物理化学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
新学術領域研究｢柔らかな分子系｣では分
子科学、生物物理学、合成化学、理論・計算
科学の叡智を集め、革新的な分子理論による
理解と予測、最先端計測による現象観測、合
成化学や遺伝子工学を駆使した機能変換・創
成を協奏的に行い、理論と実験を融合させた
「柔らかな分子系の科学」の創出を行うこと
を目指した。 
我々は本領域を開始するにあたり、次世代
の研究を支える若手の人材育成を重要視し
た。そこで総括班が行う領域マネージメント
および研究支援活動の一つとして「大学院生、
若手研究者の海外研究集会参加支援」を実行
し、グローバルな研究交流の機会をつくるた
めに国際研究集会に参加できるよう、大学院
生や若手研究者を対象とした支援を行って
きた。この支援は全班員より推薦を募り、総
括班の審査によって派遣者を決定するもの
である。派遣の際には国際学会等への出席だ
けでなく、その機会に近隣の研究室を訪問し、
セミナー発表を行うなど積極的な研究交流
を強く推奨した。支援を受けた若手研究者は
領域ニュースレターにて海外派遣の報告を
行うことを義務付けた。 
平成 25年度には 11名（大学院生 7名、博
士研究員 4名）、平成 26年度には 11名（大
学院生 8名、博士研究員 3名）の若手を海外
の研究集会に派遣した。この活動の成功は、
領域ニュースレターでの若手研究者の活き
活きとした姿から十分にうかがい知ること
ができる。平成 27 年度に創設された科研費
「国際活動支援班」の活動を、我々の領域で
はすでに平成 25 年度から先取りして行って
おり、大きな実績を挙げていたことは強調し
ておきたい。 
 
２．研究の目的 
本新学術領域では異なる分野で世界トッ
プのアクティビティを有する我が国の研究
者を連携し、広い視野に立った研究推進体制
を作って狭い分野の枠を打破した新しい学
術領域の創成を試みた。これによりこれから
を担う多様な研究者が強く相互作用し、物質
科学とその関連分野に新しい方向性を示す
ことを目指したのである。この領域によって
形成される新しい研究者間のネットワーク
は、研究期間終了後にも形を変えながら発展
を続けると期待できる。さらに、この新学術
領域推進における異分野の融合と研究の先
鋭化を通して、これまでになく新しく広い視
野を持った次世代の研究者を育成しようと
考えた。本領域で育った研究者たちは、研究
期間終了後も我が国の物質科学研究の将来
の展開に大きく寄与することが大きく期待
される。 
 本領域では、個々の研究者がそれぞれ積極
的に国際的な研究ネットワークを構築し、多
くの共同研究を推進している。しかし、それ
らの多くは同じ研究手法や研究対象をもつ

研究者の間で自然発生的に生じたものであ
って、共同研究の範囲は比較的狭い範囲に限
られている。領域として国際活動を支援する
必要性は、本領域の活動によって構築された
異分野研究者間のネットワークを海外の研
究者を含めたものにまで広げ、この本領域の
活動を国際的なレベルで駆動することにあ
る。これは領域全体として国際活動を強く支
援することによって初めて可能になること
であり、国際活動の支援は必要不可欠である
と言える。そこで国際活動支援班によって、
本領域で得られた成果を領域のサポートの
もとに積極的に世界に発信し、我が国の研究
の優位性を国際的研究者コミュニティの中
で確保するとともにネットワークを国際的
なものへと広げ、わが国のプレゼンスを示し
つつ国際社会に貢献する。 
 
３．研究の方法 
 前項の目的を達成するための戦略として、
本領域では、①若手海外派遣プログラム、②
国際共同研究のための研究者派遣および外
国人研究者の招へい、を 2つの柱とした国際
活動支援を行うこととした。これら 2つの国
際支援活動は、戦略に基づいて領域の研究活
動を活性化するものである。概略を以下に示
す。 
① 若手海外派遣プログラム 
 将来を見据えた領域活動を達成するため
には、既にエスタブリッシュされた研究者だ
けでなく、次世代を担う大学院生、若手研究
者が共同研究を通して新しい分野に進出す
る事が重要であり、これが革新的・挑戦的な
学術研究の発展を生み、将来的に我が国の国
際社会における存在感を維持・向上すること
につながっていく。そこで、大学院生、若手
研究者が、領域の研究成果を国際発信すると
ともに新たな研究分野の情報収集のために
国際研究集会に積極的に参加できるように、
第一の柱として①若手海外派遣プログラム
を実行する。これによって広く共同研究のシ
ードを発掘していく。この活動はすでに総括
班活動として本領域で行っているものを拡
充するものである。 
② 共同研究のための研究者派遣および外国
人研究者の招へいプログラム 
 上記の大学院生・若手研究者の支援に加え
て、実際に国際的な共同研究を進めて成果を
上げていくことが、世界的に評価される研究
を成し遂げていくためには必須である。本領
域のカバーする研究領域は広いが、その中で
異分野連携と同時にその高度化を図るため
には、国内の共同研究者と相補的な関係にあ
る海外の研究者と国際共同研究を進めるこ
とが重要である。これを実現するためには、
共同研究を行う研究室の間で研究者を短～
中期間相互派遣し、密な共同研究の遂行を行
うことが有効である。そこで第二の柱として
②国際共同研究のための研究者派遣および
外国人研究者の招へいを行う。これは国際活



動支援班の設置とともに新しく始める活動
である。 
下図は領域の体制を示したものである。総
括班は、研究方針の策定を行い、研究項目間
の調整・サポート・総括を行う。総括班は、
研究代表者を含む計画研究代表者 10 名から
なる実行グループと国内の研究協力者 3名と
国際評価委員 4名からなる評価グループ、さ
らに新設する国際活動支援班から構成され
る。実行グループは、全体の研究方針を策定
し、研究を推進するための支援活動を行うが、
本領域では各研究項目間での密接な連携が
研究推進の要となることを考慮して、領域内
の共同研究を促進するための研究支援、領域
内の研究者によって提案されるワークショ
ップの開催支援などを行う。年度ごとに班会
議を行って領域内での研究成果を共有する
と共に、ニュースレターやホームページを通
じて情報交換を促進し、共同研究の醸成をは
かる。社会還元としての情報発信を進めるた
め、公開シンポジウムを開催し、研究成果を
広く知らしめる。得られた研究成果は、ホー
ムページにより内外に広く発信する。国際活
動支援班は実行グループと緊密に連携しな
がら、若手海外派遣および国際共同研究のた
めの国際活動支援を行う。評価グループは、
領域全般の研究に関して世界的な動向をも
含めた評価や提言を行う。 

 
新たに組織する国際活動支援班は神取秀
樹（名工大、A03 項目班長）を班長として、
計画班研究代表者をメンバーとする。国際活
動支援班は、①若手海外派遣プログラムおよ
び②国際共同研究のための研究者派遣およ
び外国人研究者招へいプログラムを推進す
る。両プログラムへの応募は領域代表が全班
員から募り、総括班実行グループで議論して
採択者を決定する。採択者は、国際ネットワ

ークの開拓や強化に資するべく支援を活用
する。これらの支援により得られた成果は、
採択者から総括班へ適宜報告することとし、
さらに本領域のニュースレター、ホームペー
ジ、公開シンポジウムにて積極的に領域外へ
情報発信する。また、国際支援活動の状況は、
実行グループから評価グループへ報告し、適
切な助言を受ける。 
 本計画に挙げた国際活動支援活動を行う
うえでは、多くの事務業務が伴う。そのため、
本領域の事務局とは別に、国際活動支援班長
のもとに新たな担当事務局を名工大に置き、
ここが事務業務を担当することとした。 
 
４．研究成果 
 我々の領域ではすでに平成 25 年度から国
際活動支援を総括班の予算により行ってい
たため、きわめてスムーズに本科研費活動を
開始し、大きな成果を挙げることができた。
以下に年度ごとの活動を示す。 
平成 27 年度はまず①を中心に行った。総
括班による「大学院生、若手研究者の海外研
究集会参加支援」を引き継ぐ形で国際活動支
援班の活動を行ったところ、平成 27 年度の
後期に班員より推薦のあった大学院生・若手
研究者を審査の上、4名を海外に派遣した（ア
メリカ 3名、イタリア 1名）。 
平成 28 年度は①に関して 9 件、②に関し
て 4件の支援を行った。①については初年度
から実行しているため領域内に完全に定着
しており、渡航者は国際学会等への出席だけ
でなく、その機会に近隣の研究室を訪問し、
セミナー発表を行うなど積極的な研究交流
を行った。平成 28 年度も大学院生から博士
研究員、助教の 9名をアジアや欧米へ派遣し
たが、積極的な研究交流はニュースレターで
紹介されている通りである。②については、
共同研究論文の発表を強く推奨する形で全
班員に周知し、応募分について総括班の審査
により 3名の派遣と 1名の招へいを決定した。
本領域は活発な領域内共同研究が進行して
いるが、ここに国際共同研究が加わったこと
は新たな展開をもたらすことが期待された。 
平成 29 年度は①に関して 7 件、②に関し
て 9件の支援を行った。①については大学院
生や博士研究員の 7名をアジアや欧米へ派遣
した。すべての積極的な研究交流はニュース
レターで紹介されている通りである。②につ
いては、本年度も共同研究論文の発表を強く
推奨する形で全班員に周知し、応募分につい
て総括班の合議により 3名の派遣と 6名の招
へいを決定した。 
 
 以上をまとめると、①については本科研費
の支援により、20名の若手研究者を海外に派
遣した。初年度からの派遣分を合計すると 51
名となり、派遣先は韓国、中国、台湾、シン
ガポール、インド、オーストラリア、ニュー
ジーランド、イギリス、フランス、オランダ、
ベルギー、ドイツ、チェコ、スペイン、アメ



リカ合衆国、アルゼンチンとほぼ世界中に若
手を送ることとなった。特筆すべきは、この
ような若手のアクティビティがニュースレ
ターを通して領域内外へと発信されたとい
う点である。ニュースレターは領域ホームペ
ージを通して国民に公開されており、誰でも
見ることができる。若手研究者は、国際会議
出席に際して、どこの研究室を訪問し、どの
ような交流を行うか、ごく自然に考えるよう
になっており、このことが最大の成果と言え
るかもしれない。我々は本科研費がなくとも
総括班の予算によりこの若手支援を継続し
ていたが、本科研費により総括班の経費を別
の目的に使うことができたことに改めて感
謝したい。 
本領域では、海外研究者との積極的な共同
研究を進めてきた。計画研究だけでも、20件
以上の共同研究（共同研究先：ベルリン工科
大、ベルリン自由大学、Max-Planck Inst.、Keele 
Univ、エクス・マルセイユ大／パリ第 11大、
Univ. Strasbourg、LICSEN、CNRS-Strasbourg、
マンチェスター大、Univ. London、Univ. East 
Anglia、韓国忠北大、ソウル大学、VU Univ. 
Amsterdam、Guelph Univ.、台湾国立清華大学、
Hong Kong Univ Sci. Tech.、Univ. Sofia、IACS 
India、IIT Madras、タタ基礎研究所、Kent State 
Univ.、Carlton Collegeなど）が進行し、多数
の論文発表を行っている。このような現状の
中で、②についてはなるべく新しい国際共同
研究を推奨した。合計 13件の中で、派遣は 6
件、招へいは 7件であり、活発な交流の結果
としてよい成果を挙げることができた。実際、
6 報の既報論文の中には、Nat. Commun.や
Proc. Natl. Acad. Sci. USAなどのプレミア雑
誌も含まれ、高い注目を集めた。これらの成
果についてもニュースレターを通して公開
されている。 

 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
以下に、本国際活動支援班の行った活動の
成果である領域グループの国際共同研究で
得られた成果に関する論文、および海外派遣
プログラムのサポートを受けて若手研究者
が行った国際学会発表をリストする。 
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